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Calculated MW:69kD;Observed MW:69kD

DDX5

DDX5;G17P1;HELR;HLR1;Probable ATP-dependent RNA helicase DDX5;DEAD box protein
5;RNA helicase p68
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MHEETE: %, DEAD Ry & R4V /Y Elk, (FEEShT Asp-Glu-Ala-Asp (DEAD) EF— 7 #45#& L. RNAAY h— LiEE
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TR, EEORRS KUDRICEBSL TR EEZD AT, COEIEZFIE. RNAKFM ATPase T#%H % DEAD Ry 4 24 >
NROBHEOI—-RLTHY., EEBEZNRE L THEEEL. YILUA LR 40 BEERRESENICRGT 2. BIRNRA T S14 vV JI1
&Y, BHOESENN) T MEL B, [RefSeqigfft. 2016 F 2 H]
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	細胞局在：核。DEADボックスタンパク質は、保存されたAsp-Glu-Ala-Asp（DEAD）モチーフを特徴とし、RNAヘリカーゼと推定される。翻訳開始、核およびミトコンドリアにおけるスプライシング、リボソームおよびスプライソソームの組み立てなど、RNA二次構造の変化を伴う多くの細胞プロセスに関与している。分布パターンに基づくと、このファミリーの一部のメンバーは、胚形成、精子形成、細胞の成長および分裂に関与していると考えられている。この遺伝子は、RNA依存性ATPaseであるDEADボックスタンパク質をコードしており、増殖関連核抗原としても機能し、サルウイルス40腫瘍抗原と特異的に反応する。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2016年2月]
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	DDX5ウサギmAbを用いたHela細胞ライセートのウェスタンブロット解析。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。

